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令和６年度（ 2024年度）  

一般財団法人武蔵野市開発公社事業計画  

 

１  総括  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 発 生 か ら ４ 年 余 り が 経 ち ま し た 。 昨 年 ５ 月 、

政 府 が 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 法 上 の 分 類 を 季 節 性 イ ン フ ル エ ン ザ

と 同 じ 「 ５ 類 」 に 引 き 下 げ た こ と を 契 機 と し て 、 ま ち に 人 々 が 戻 り 、

大 型 商 業 施 設 を 始 め と す る 吉 祥 寺 の 商 業 は 、 コ ロ ナ 禍 前 の 2019年 比 の

売上で 100％超えとなる月も出始め ました。  

し か し な が ら 、 こ の 流 れ に 水 を 差 す か の よ う に エ ネ ル ギ ー や 原 材 料 、

人 件 費 な ど の 高 騰 が 企 業 経 営 を 圧 迫 し 、 完 全 回 復 ま で の 道 の り に お い

ては、未 だ一進一退の攻防が繰り広げられている状況です。  

こ う し た 負 の 要 素 に 負 け ま い と 、 ま ち 場 で 活 動 す る 人 々 の 中 で は 、

ま ち 全 体 を 盛 り 上 げ て 、 各 々 の 力 に 還 元 し よ う と す る 機 運 が 高 ま っ て

い ま す 。 開 発 公 社 と し て も 、 こ の 気 持 ち に 寄 り 添 い 、 ま ち づ く り 事 業

としてまちの賑わいに資する様々な施策 を検討しております 。  

一 方 、 ま ち づ く り 事 業 継 続 の 基 盤 で も あ る 不 動 産 賃 貸 管 理 事 業 に 目

を 向 け ま す と 、 吉 祥 寺 の 中 心 エ リ ア の 核 と し て 、 賑 わ い 創 出 に 貢 献 し

て き た エ フ エ フ ビ ル は 、 竣 工 か ら 50年 余 り を 経 て 、 再 び ビ ル の 在 り 方

を 考 え な け れ ば な ら な い 時 期 に 差 し 掛 か っ て き て お り ま す 。 吉 祥 寺 の

他 の 建 物 も 同 様 の 状 況 が 想 定 さ れ 、 武 蔵 野 市 の ま ち づ く り の 一 翼 を 担

う 開 発 公 社 が 先 鞭 を つ け る こ と で 、 建 替 え 更 新 に 弾 み を つ け る こ と も

重要な役割の一つとなる と考えております。  

開 発 公 社 は 、 不 動 産 賃 貸 管 理 と ま ち づ く り の ２ つ の 事 業 に お い て 武

蔵 野 市 の 事 業 と と も に あ る こ と を 改 め て 意 識 し 、 日 々 の 業 務 に 取 り 組

んでまいります 。  

 

２  各事業  

(１) きっかけづくり事業（定款第４条 第１項第 １号から第５号事業）  

ア  武 蔵 野 市 よ り 指 定 を 受 け た 都 市 再 生 推 進 法 人 の 役 割 を 果 た す べ

く 、 吉 祥 寺 グ ラ ン ド デ ザ イ ン や Ｎ Ｅ Ｘ Ｔ 吉 祥 寺 で 描 く ま ち の 将 来

像 の 具 現 化 を 図 る た め 、 武 蔵 野 市 や 当 該 地 域 、 民 間 事 業 者 等 と の

関 係 性 を 深 め な が ら 、 公 共 空 間 の 利 活 用 に つ な が る 社 会 実 験 （ 元

町 通 り テ ー ブ ル 、 吉 祥 寺 駅 南 口 暫 定 広 場 活 用 実 験 な ど ） に お い て 、

新 た な 試 み に チ ャ レ ン ジ し て ま い り ま す 。 [定 款 第 ４ 条 第 １ 項 第 １

号事業 ] 
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イ  「イース トサ イド  アクティベー ション」を通 して 活性化を支 援

し て い る 吉 祥 寺 東 部 地 区 に つ い て 、 令 和 ６ 年 度 も コ ン テ ン ツ や コ

ミ ュ ニ テ ィ ー な ど ソ フ ト 面 で の ま ち づ く り 視 点 で 取 り 組 ん で ま い

り ま す 。 ま た 、 こ の 一 環 で 生 ま れ た 地 域 の 若 手 事 業 者 と と も に 同

地 区 の 魅 力 発 掘 を テ ー マ に 創 作 し た 地 域 か る た は 、 令 和 ５ 年 度 に

地 元 商 店 会 が 主 体 と な っ て か る た 大 会 を 開 催 、 地 域 の 恒 例 の 行 事

となる一歩を踏み出しました 。 [定款第４条第 １項第 ４号事業 ] 

 

(２) サポート事業（定款第４条 第１ 項 第１号第 ５号事業）  

ア  日 常 生 活 に 溶 け 込 ん だ イ ン タ ー ネ ッ ト 利 用 を 支 え る ま ち の イ ン

フラとして、 「吉 祥寺フリー Wi-Fi」 による来街の 利便 性向上を図

る と と も に 、 Wi-Fiを取り巻く通 信環 境変化に留意 しな がらその利

用価値を高めてまいります。 [定款第４条第１項第４号事業 ] 

イ  吉祥寺 フリー Wi-Fiを活用し、新 たに導入し た来街 動機等の調 査

手 法 を 通 じ て 、 来 街 者 の 意 識 や 行 動 を 定 点 調 査 し 、 タ ウ ン デ ー タ

と し て 蓄 積 す る こ と で 、 魅 力 的 な 商 業 地 と し て 吉 祥 寺 を 選 ん で も

ら う た め の 基 礎 デ ー タ を 、 今 年 度 も 継 続 し て ま ち 場 に 提 供 し て ま

いります 。 [定款第４条第１ 項第５号事業 ] 

ウ  高 層 化 に よ ら な い 都 市 の 高 度 利 用 の 一 つ と し て 、 「 吉 祥 寺 ポ ッ

プ ア ッ プ ス ト ア ポ ー タ ル 」 に よ り 一 般 的 な 店 舗 と は 違 っ た 吉 祥 寺

の 「 時 間 的 ・ 空 間 的 ス キ マ 」 を 保 有 す る 方 と 吉 祥 寺 で チ ャ レ ン ジ

し て み た い 方 と の マ ッ チ ン グ サ ポ ー ト を 行 い 、 ま ち の 賑 わ い 創 出

に努めてまいり ます。 [定款第４条第 １項第４号事業 ] 

エ  ペ ニ ー レ ー ン や 吉 祥 寺 デ ッ キ 、 新 た に 誕 生 し た GREENING広 場 の

緑 化 や 花 と 緑 の ま ち づ く り 啓 発 事 業 、 コ ピ ス 吉 祥 寺 の グ リ ー ニ ン

グ 事 業 な ど の 環 境 貢 献 活 動 な ど を 通 し 、 SDGsの 実 現 に 努 め て ま い

ります。 [定款第４条第１項 第２号事業 ] 

オ  ま ち 全 体 に 人 を 呼 び 込 む た め の 施 策 と し て 、 地 域 団 体 等 が 実 施

す る イ ル ミ ネ ー シ ョ ン 等 の 地 域 活 性 化 事 業 や ま ち づ く り に 関 す る

活 動 に 対 す る 支 援 を 、 社 会 環 境 の 変 化 を 注 視 し つ つ 、 支 援 し て ま

いります。 [定款第４条第１ 項第４号事業 ] 

 

(３) ビル経営事業（定款第４条 第１ 項 第６号事業）  

ア  エフエフビル 更新検討  

吉 祥 寺 の 商 業 活 性 化 や 公 共 課 題 の 解 決 を 踏 ま え た 将 来 的 な ビ ル

の 在 り 方 、 資 金 手 当 、 法 適 合 性 な ど 諸 課 題 の 検 討 を 引 き 続 き 進 め



3 

てまいり ます。  

イ  エフエフビル区画の区分所有権の取得  

将 来 の 建 替 え と 直 近 の 収 支 改 善 の 観 点 か ら 、 重 要 な 区 画 の 区 分

所有権を 戦略的に 取得して まいり ます。  

ウ  エフエフビル管理運営  

2025年 10月 に マ ス タ ー リ ー ス 契 約 が 満 了 し ま す 。 そ の 後 の 在 り

方 は 、 建 物 の 更 新 に 関 し て 大 き な 影 響 を 及 ぼ す こ と か ら 、 現 契 約

の 更 新 を 含 む マ ス タ ー リ ー ス に つ い て 総 合 的 に 判 断 を し て ま い り

ます。  

エ  第２ 、第３及び第４ビル並びに スイングビル管理  

エ フ エ フ ビ ル と 同 様 に 老 朽 化 の 影 響 が 徐 々 に 現 れ て き て お り ま

す の で 、 令 和 ６ 年 度 は 、 第 ２ 、 第 ３ ビ ル に つ い て 建 物 の 状 況 を 把

握 す る た め の 調 査 を 行 い ま す 。 テ ナ ン ト 区 画 の 満 床 と い う 収 益 物

件 で も あ る こ と か ら 、 テ ナ ン ト の 動 向 を 注 視 し つ つ 、 不 動 産 の 価

値を維持すべく有効な投資を実施 い たします。  

オ  レンタルスペース事業、 GREENING広場事業  

開 発 公 社 が 保 有 、 管 理 す る ５ つ の ス ペ ー ス を 活 用 し 、 ま ち 中 の

多 様 な 空 間 を 活 か し 、 賑 わ い 創 出 の 可 能 性 を 示 す と 同 時 に 、 収 益

源 の 一 つ と し て 第 ５ ビ ル と も 言 え る ま で に 育 て て き た 取 り 組 み を

堅 持 い た し ま す 。 ま た 、 エ フ エ フ ビ ル Ａ 棟 ３ 階 屋 上 広 場 の 活 用 事

業 で あ る GREENING広 場 に つ い て も 、 レ ン タ ル ス ペ ー ス を 成 長 さ せ

た知見を 用いて、利用率向上に努め てまいり ます。  

 

３  管理・運営事項  

(１) 公益目的支出計画  

一 般 財 団 法 人 へ の 移 行 後 12年 目 を 迎 え ま す 。 こ れ ま で 同 様 に ま ち

の 活 性 化 や 社 会 課 題 解 決 に 資 す る 事 業 を 展 開 し 、 計 画 を 着 実 に 実 施

いたします。  

 

(２) 組織体制及び 人材育成  

開 発 公 社 の 事 業 が 、 多 岐 に わ た り よ り 高 度 化 す る 中 で 、 状 況 に 応

じ て 運 営 体 制 を 更 新 す る と と も に 、 将 来 を 見 据 え た 人 材 の 育 成 や 業

務の安定性の確 保 に努めて まいり ます。  

 

(３) 武蔵野 市及び武蔵野市関連団体との連携強化  

開 発 公 社 に お い て 、 都 市 再 生 推 進 法 人 と し て の 活 動 や エ フ エ フ ビ
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ル の 在 り 方 検 討 を 開 始 し た こ と か ら 、 開 発 公 社 が 置 か れ た 状 況 を 武

蔵 野 市 及 び 武 蔵 野 市 関 連 団 体 に よ り 深 く 理 解 し て も ら う こ と に 努 め

てまいり ます。  

 


